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 サービスの均質化・同質化を招いていないか
 ガイドラインが事業者に過度な萎縮効果を

及ぼし、イノベーションの創出等を阻害していないか

はじめに

《帯域制御ガイドライン》

 「帯域制御ガイドライン」はネットワークの適切な運用に必要なルールであり、
モバイルトラヒックが急増している現状を踏まえた内容に見直されたものと考えます。

《ゼロレーティングガイドライン》

 日本においては、ゼロレーティングサービスは萌芽的なサービスであり、市場に与える影響に比べて、
事業者間、消費者間の公平性を厳格に求め過ぎた場合には、事業者の創意工夫の意欲を失わせ、
新たなイノベーションの創出等を阻害するおそれがあると考えます。

 そのため、ゼロレーティングガイドラインが事業者に過度な萎縮効果を及ぼし、イノベーションの創出
等を阻害していないか、随時検証を行うことが必要です。

事業者
検証の観点

ゼロレーティング
ガイドライン



帯域制御



© 2020 KDDI

3今回のご説明の対象となる帯域制御

「トラヒックの増加に対しては、本来、ISP等はバックボーン回線等のネットワーク設備の増強によって対処すべきであり、帯域制御はあ
くまでも例外的な状況において実施すべきものであるという基本原則を認識し、事業者間のコンセンサスとして共有することが重要であ
る。」

 帯域制御ガイドラインの基本原則では、「帯域制御はあくまでも例外的な状況において実施すべき
ものである」とされている。

 今回は、①特定ユーザのトラヒックがネットワーク帯域を過度に占有している場合や、②大量のトラ
ヒック発生によりネットワークが一時的に混雑する場合、に実施する帯域制御をご説明。

〇帯域制御ガイドライン（抜粋）

種類 制御方法 例

①特定ユーザのトラヒックがネットワーク
帯域を過度に占有している場合に実施

データ利用が一定量を超えたユーザの通
信帯域を制限

・ヘビーユーザ規制（総量規制方式）

②大量のトラヒック発生によりネットワー
クが一時的に混雑する場合に実施

１．各ユーザの利用帯域幅を一定の水
準以下に制御

・公平制御

２．特定カテゴリーのアプリケーション等
に係るトラヒックの帯域幅等の制御

・ペーシング、スロットリング等
・５Ｇサービスの「通信制御機能」（後述）

③サービスのスペックとして通常時実施 特定サービス・プラン利用ユーザの帯域
制御

・データ容量上限超過後の速度制限
・容量無制限プランにおける動画の速度制限

※表は帯域制御ガイドラインをもとに当社作成
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4現在提供している帯域制御の概要（1/2）

モバイル（au）

重要事項説明
(au通信サービスご利用にあたって)

 短期間で大量のデータをご利用の場合、通信帯域の混雑回避のため、該当するお客様の通信速
度を制限（いわゆるヘビーユーザ規制）しており、特定の条件を満たした場合に実施。
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5現在提供している帯域制御の概要（2/2）

 ５Gサービスでは、通信先や利用しているアプリケーションを識別し、混雑時に通信速度制限を実施
することがある（現在まで未実施）。

5Gサービス全ユーザを対象に、 混雑時に、特定カテゴリーのアプリケーションに係る
トラヒックの帯域幅を制御（スロットリング）。

重要事項説明
(au通信サービスご利用にあたって)
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6＜参考＞現在提供している帯域制御の概要（固定通信）

重要事項説明
(auひかりサービスご利用にあたって)

固定通信（auひかり）

【ヘビーユーザ規制】
■通信速度
１日あたり30GB以上のデータを継続
的に送信（上りデータ送信）させる場
合、上りデータ送信の最大速度を一
定水準に制限することがあります。
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7「通信の秘密」との関係

対象ユーザ

検知する情報

ヘビーユーザ規制（①） 通信制御機能（②－２）

通信の秘密
との関係

全ユーザ（4G LTE／５G) 全ユーザ（５G)

個別ユーザのトラヒック量
個別ユーザの

通信先・利用アプリケーション
（通信識別機能（後述）により判定）

正当業務行為のため同意は不要
（ただし、ユーザへの十分な周知・説明が必要）

正当業務行為と認められないため
個別具体的かつ明確な同意を取得

 ヘビーユーザ規制においては、個別ユーザのトラヒック量を検知してトラフィックを制御（目的の正当
性、行為の必要性、手段の相当性が認められるため正当業務行為として実施）。

 5Gサービスの「通信制御機能」では、個別ユーザの通信先・利用アプリケーションを識別して特定カ
テゴリーのアプリ等に係るトラフィックを制御する（P.3 ②-２）ため、帯域制御ガイドラインにおいてユー
ザから「個別具体的かつ明確な同意」を得る必要があるとされているケースに当たることから、お申込
時に同意を取得。
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85Gサービス「通信制御機能」における同意取得

店頭 auオンラインショップ

重要事項説明
(au通信サービスご利用にあたって)

同意取得方法

店頭説明後、お客さまにて個別のチェックボックスに
チェックをいただき、電子サインを受領

同意いただく内容をポップアップ画面で表示し、
「この記載内容に同意する」ボタンを押下

 ５Gサービスお申込時に、重要事項説明として「通信制御機能」をご説明し、チェックボックスに
チェックをいただくなどして、「個別具体的かつ明確な同意」を取得。
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9情報開示に対する取り組み

〇HPにおけるヘビーユーザ規制の説明

※2020年6月1日をもって、新規受付を終了。

 ヘビーユーザ規制については、重要事項説明書での説明に加え、HPでも条件などを周知。
 5Gサービスにおける「通信制御機能」については、重要事項説明書で説明を実施。現在まで制限を
未実施であるが、実施前にその内容をHPなどで周知する予定。



ゼロレーティング
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SNSサービス
(テキスト・画像ベース)

現在提供しているゼロレーティングサービスの概要

2020年6月1日2019年9月30日

＋メッセージInstagram FacebookTwitter

5,480円※１

７GB

新規受付終了日

料金

対象コンテンツ

データ利用量

※１：税抜き。２年契約、２年契約N適用時。（その他割引適用前の料金）。

 ゼロレーティングサービスとして、「auフラットプラン7プラス」「auフラットプラン7プラスN」を提供して
いるが、新規受付は終了。

 現在、新規受付中のゼロレーティングサービスはなし。
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12ゼロレーティングサービスの技術的な実現方法

 対象プランのお客さまとそれ以外のお客さまを設備・システムで厳格に区別。
 対象プランのお客さまは通信識別機能により通信先等を識別、対象プラン以外のお客さまは通信
先等を識別しない構成としている。

構成員限り
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13サービス提供に係る事業者間の関係（コンテンツ選定条件・公開状況、選定の考え方）

<問い合わせフォーム>
（現在は新規受付終了のため非公開）

SNS におけるテキストや静止画を中心としたコミュニケーションを
データ容量を気にすることなく楽しんでいただく

 料金プランのコンセプトに合致するSNS事業者様であること、健全性（公序良俗に反しないこと）、
技術運用性等、最低限の要素を踏まえ、ビジネスパートナーであるコンテンツ事業者様と個々の
ニーズに合わせて協議。

 新規受付終了前は、問合せフォームを設置して対応していたが、新規受付を終了し、
コンテンツ拡大の予定はないことから、現在は、問合せフォームは非公開。

 コンセプトに合致するSNS事業者様であること
 健全性（公序良俗に反しないこと）
 技術運用性 等

<コンセプト>

<最低限の要素>
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14「通信の秘密」の確保のための取組

 「auフラットプラン7プラス/N」お申込時に、重要事項説明として「通信識別機能」をご説明し、
チェックボックスにチェックをいただくなどして、「個別具体的かつ明確な同意」を取得。

店頭 auオンラインショップ

重要事項説明
(au通信サービスご利用にあたって)

同意取得方法

店頭説明後、お客さまにて個別のチェックボックスに
チェックをいただき、電子サインを受領

同意いただく内容をポップアップ画面で表示し、
「承諾する」ボタンを押下
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15消費者に対する取組（契約時の説明内容）

 対象サービス内の一部サービスにおいてデータ通信量を消費する場合がある旨、対象外として認識
される場合がある旨等の注意事項をご説明、総合カタログ等に記載。

【一部機能でデータ容量を消費する場合がある】
※１：対象サービスの一部機能についてはデータ通信量を
消費する場合があります。

 動画・音楽の送受信など。

【対象外として認識される場合がある】
※データ容量を消費しない対象サービスとご案内しているサー
ビスであっても、アプリケーションの更新に伴う識別子の変更な
どの理由により、対象外として認識される場合があります。

 IPアドレス等の変更に伴い対象外と認識される可能
性を説明（これまで誤カウントなし）。
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16消費者に対する取組（ご高齢者への説明の配慮）

 「auフラットプラン7プラス/N」お申込時に限らず、高齢のお客さまに対しては、知識や経験、契約
目的等に配慮した説明を実施。契約書面は紙交付、文字サイズを大きくするなどの配慮も実施。

システムでのアラート表示・ご家族の了解確認

• 80歳以上のお客さまには、お客さまの知識や経験、契約目
的等に配慮した説明を行うよう、システムでアラートを表示。

• ご家族へ架電し、契約内容について了解を得ている旨を確認。

契約書面の紙交付・文字サイズの拡大

• 65歳以上のお客さまは、契約書面の紙交付を原則として、
65歳未満のお客さま向けの書面より文字サイズを4ポイント
拡大し、見やすい書面としている。

＜65歳未満のお客さま向けの書面＞ ＜65歳以上のお客さま向けの書面＞構成員限り
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17＜参考＞消費者に対する取組（ご高齢者への説明の配慮）

＜65歳未満のお客さま向けの書面＞ ＜65歳以上のお客さま向けの書面＞
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18消費者に対する取組（通信量カウント方法）

 以下のような方法で通信量をカウント。正確な計測のため定期的にモニタリングを実施。

構成員限り



© 2020 KDDI

19「望ましい行為」に関する取組（利用者に対する情報提供、速度制限実施時の扱い）

 利用者に対する情報提供として、対象プランご契約中のお客さまはMyauにおいて、「データ容量を
消費しないSNSサービスの利用状況」を確認できる機能を提供。

 データ容量上限超過後、対象コンテンツ（テキスト・画像ベースのSNS）は速度制限されない。
対象コンテンツ以外（動画等）は300kbpsに速度制限。

データ利用量の情報提供（Myau）

月間データ利用量 7GB

対象コンテンツ

対象コンテンツ以外 300kbps

容量上限超過後の対象コンテンツの扱い

月間データ容量上限超過後も、対象コンテンツか否かに関わ
らず、SNSをご利用いただくことを考慮し、通信速度を設定
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20「望ましい行為」に関する取組（未成年者へのペアレンタルコントロールの推奨等）

 「auフラットプラン7プラス/N」に限らず、「青少年インターネット環境整備法」に従い、
未成年のご利用者の確認とともに、フィルタリングサービスの説明・設定まで実施。

 合わせてフィルタリングサービスが分かりやすく説明されたリーフレットも配布。

リーフレット配布によるペアレンタルコントロール機能推奨

• 青少年利用の場合、保護者の方へ「フィルタリング・親子のあんしん
サービスリーフレット」をお渡しし、フィルタリングの理解促進とともに、
ペアレンタルコントロール機能の推奨を実施。

重要事項説明での説明、設定完了をサポート

• 重要事項説明での説明に加え、設定完了までスタッフが丁寧にサポート。
• フィルタリングの他、利用時間帯の設定、SNS別の利用可否の制御など
ペアレンタルコントロール機能の提供をご案内。

重要事項説明「au通信サービスご利用にあたって」 利用時間設定のイメージ




